
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 B-58 講座名

記載日 2022/1/2 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・公害資料館ネットワークについては、まだまだこれから充実していく取り組みであるため、受講
生からは
 高い評価があった。
・市民活動をベースにした講義内容でとても興味深く一市民として立場から共感できた。
・アスベストの問題は今まで表面的、断片的な知識しかなかったが、今日の講義で歴史的流れから
細部まで
学ぶことができました。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

コロナ禍での開催であったためひろくPRすることができず、受講者数が少なかった。
しかしながら、受講者の満足度は高く、このような内容での講座の必要性を強く認識する機会と
なった。

事業実績報告書

公害問題は今

レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラ
ム

〈講座全体の概要〉(300字程度)
公害問題を過去のこととしてとらえるのではなく、今も続いている被害のことや継承すべき様々な
課題、現在進行形で続いている地域の環境問題について学びあう機会とした。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

様式２
(2021年度)
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